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研究成果の概要（和文）：「高年初産婦に特化した産後１か月までの子育て支援ガイドライン」に基づいた看護
介入を受けた高年初産婦（看護介入群）は、通常の看護のみの高年初産婦（対照群）に比べて、産後１か月時の
産後うつ症状の出現が有意に少なかった。しかしながら、産後蓄積疲労、母乳栄養率、有症率（腰背部痛、肩こ
り、腱鞘炎）、母親役割の自信、母親であることの満足感については、両群間に有意差はなかった。以上より、
「高年初産婦に特化した産後１か月までの子育て支援ガイドライン」に基づいた看護介入は産後うつ症状の予防
について効果があることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Older primparas in the intervention group were provided the nursing 
intervention based on ‘nursing guidelines for childrearing support in older primiparas during the 
first month postpartum’. The study finding indicated that older primiparas in the intervention 
group had a lower risk of postpartum depression at one month postpartum compared with older 
primiparas in the control group, who received only usual nursing care. However, there were no 
significant differences on postnatal fatigue, breastfeeding, physical symptoms (stiff shoulders, 
back pain, tenovaginitis), maternal confidence, and maternal satisfaction between the two groups. It
 was proved that this nursing intervention was effective for the prevention of postpartum depression
 in older primiparas.

研究分野： 母性看護学
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１．研究開始当初の背景 
近年、日本における 35 歳以上の初産の母

親（高年初産婦）は、「母子保健の主なる統
計」によると、2001 年が全出産者の 3.3％で
あったのに対して2011年は8.4％と急増して
いる。産後うつ病のリスク要因として、既往
精神疾患、妊娠中のうつ気分、夫婦関係の不
和などが指摘されている。日本においては、
産後うつ病のリスクは、経産婦より初産婦、
25～35 歳未満より 35 歳以上の母親にあり、
高年初産婦は産後うつ病のリスクが高いと
されている。また、産後のうつ病は産後の疲
労や睡眠不足と関係があることが指摘され
ている。高年初産婦は妊娠分娩に関してはハ
イリスクとして管理されているにもかかわ
らず、産後は 35 歳未満の初産婦や経産婦と
同様のクリティカルパスで管理され、入院期
間も同じである。現場では急増する高年初産
婦に対して手探りでケアを行っており、高年
初産婦の特徴に応じたケアのガイドライン
は国内外見渡してもなかった。そこで、私た
ちは、平成 23 年 2月～平成 25 年度に高年初
産婦に特化した子育て支援ガイドラインの
開発研究を行い、高年初産婦に特化した産後
１か月間までの子育て支援ガイドラインを
開発し、平成 26 年 3月に公開した。 
 

２．研究の目的 
(1)先の研究によって開発された「高年初産
婦に特化した産後１か月までの子育て支援
ガイドライン」の有効性を評価することを目
的とした。 
 
(2)このガイドラインは、単胎児分娩後の高
年初産婦を対象にした、産後１か月間におけ
る子育て支援のための看護ケアガイドライ
ンである。看護ケアの目標は、①蓄積疲労の
予防、②母乳栄養の推進、③身体不快症状の
軽減、④産後うつ病の予防、⑤母親役割獲得
の促進とし、これら５つの視点から看護介入
の効果を検証した。 
 
(3)研究仮説は、看護介入群は対照群に比べ
て、産後 1、2 か月時における①蓄積疲労度
が低い、②母乳栄養率が高い、③身体不快症
状である腰背部痛、肩こり、腱鞘炎の有症率
が低い、④産後うつ症状の訴えが少ない、⑤
母親役割の自信と母親であることの満足感
が高い、であった。 
 
 
３．研究の方法 
(1)私たちが開発した「高年初産婦に特化し
た産後１か月までの子育て支援ガイドライ
ン」の有効性を実証するために、準実験研究
デザイン（データ収集の時期で前半を対照群、
後半を看護介入群に分ける）を用いた。 
調査期間は平成 26 年 12 月～平成 28 年 10

月までで、妊娠後期から産後 2か月までの縦
断研究であった。出産施設４箇所で、高年初

産婦、単胎、正期産の条件を満たす対照群を
妊娠後期に募集した。なお、調査期間の前半
の募集は対照群で、１か月間研究対象者募集
を中断したのちの後半に介入群を募集した。 
 

(2)本ガイドラインに基づく看護介入をする
ための看護介入マニュアル、高年初産婦用の
看護介入に用いるブックレットを作成した。
そして、看護介入を実施する研究協力施設の
看護者に対して看護研修会を開催し、各施設
で看護介入群に本ガイドラインに基づいた
看護介入を実施できるようにした。 
対照群と同じ条件で介入群の候補者を妊

娠後期に抽出し、研究依頼を行った。介入群
に対しても、対照群と同様の時期（妊娠後期、
出産直後、産後１か月、産後２か月時）に、
同様の項目で質問紙によりデータ収集を縦
断して行った。 
評価のためのアウトカムデータは５種類

で、①産後の蓄積疲労尺度（13 項目、３件法）
②母乳栄養率（母乳のみの授乳をしている
率）、③３つの身体不快症状の有無、④日本
版エジンバラ産後うつ病自己評価票（EPDS、
10 項目、4件法）、⑤母親役割の自信尺度（20
項目、4 件法）と母親であることの満足感尺
度（9項目、4件法）であった。 
 
(3)両群の縦断的アウトカムデータについて、
時期（産後入院中、産後１か月、２か月）を
考慮してそれぞれ統計学的に比較した。蓄積
疲労、産後うつ症状、母親役割の自信と母親
であることの満足感に関しては、独立変数を
看護介入の有無（対応なし要因）、時間（対
応あり要因）とする二元配置分散分析を行っ
た。母乳栄養率と身体的不快症状に関しては、
カイ二乗検定を行った。 
 
 
４．研究成果 
(1)研究同意が得られた研究対象者は 381 名
（対照群 181名、看護介入群 200名）であり、
母子いずれかに早産等の異常が発生したこ
とにより 25 名が脱落し、産後２か月まで回
収できた対象者は対照群 162 名、介入群 175
名であった。精神疾患の既往歴・現病歴があ
る者やアウトカムデータに欠損があったも
の、返送されたが期限切れのデータを除いた
結果、最終的な研究対象者は 199 名（対照群
91名、看護介入群 108名、有効回答率 52.2％）
であった。 
 
(2)両群の背景である母親の年齢、分娩時妊
娠週数、経腟分娩率、出生体重、うつ症状等
ベースラインデータに有意差はなかった。母
親の平均年齢は介入群 38.1 歳、対照群 38.6
歳であった。平均出生体重は介入群 3017.3g、
対照群 3036.6g であった。 
 
 
 



(3)産後の蓄積疲労 
産後１か月時、産後２か月時の蓄積疲労の

平均得点は看護介入群が 9.3 点、7.2 点で、
対照群が 10.9 点、8.7 点と、対照群に比べて
低得点であったが、両群間に有意差はなかっ
た（図１参照）。従って、仮説は棄却され、
本看護介入は蓄積疲労の軽減について効果
があるとは言えないという結果であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
              *P<0.05 
図１ 両群の蓄積疲労得点の推移 
 
 

(4)母乳栄養率 
産後１、２か月時に母乳栄養率について両

群を比較したところ、有意差はなかった（表
１参照） 
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従って、仮説は棄却され、本看護介入は母

乳栄養の促進について効果あるとはいえな
いという結果であった。 
 
（5）産後うつ症状 
産後うつ症状について両群を比較したと

ころ、産後１か月時の EPDS 平均得点は看護
介入群が 4.4 点、対照群が 5.9 点で両群に有

意差があった（P<0.05）（図２参照）。産後２
か月時は介入群が 3.6 点、対照群が 4.0 点で
有意差はなかった。従って、仮説は採択され、
本看護介入は産後１か月時のうつ症状予防
に効果があるという結果であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                 P<0.05 

図２ 両群の EPDS 平均得点の推移 
 

(6)身体的不快症状 
産後１、２か月時に、腰背部痛の有症率(介

入群：71.3％、73.1％、対照群：72.5％、
78.0％)、肩こりの有症率（介入群：79.6％、
81.5％、対照群：76.9％、81.3％）、腱鞘炎
の有症率（介入群 63.0％、68.5％、対照群：
67.0％、67.0％）でそれぞれの有症率につい
て有意差がなかった。本看護介入はこれらの
３症状の軽減に効果があるとはいえないと
いう結果であった。 
 

(7)母親役割の自信と母親であることの満足
感 
産後１、２か月時の母親役割の自信得点は、

介入群が53.1点、58.8点、対照群が51.7点、
対照群が 57.4 点で、両群間に有意差がなか
った（図３参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ 両群の母親役割の自信得点の推移 
 
 
 



産後１、２か月時の母親であることの満足
感は、介入群が 29.8 点、31.4 点、対照群が
29.0 点、対照群が 30.6 点で、両群間に有意
差がなかった（図 4参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４ 両群の母親であることの満足感の 

推移 
 
従って、仮説は棄却され、本看護介入は母

親役割獲得の促進について効果があるとは
いえないという結果であった。 
 
以上のことから、「高年初産婦に特化した

産後１か月までの子育て支援ガイドライン」
に基づいた看護介入プログラムは、産後１か
月時の産後のうつ症状予防に効果があるこ
とが明らかになった。 
なお、妊娠中から追跡調査を開始していた

が、脱落者・途中辞退者や期限切れ、無効回
答が多くなったことが研究の限界である。 
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